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研究成果の概要（和文）：糖尿病(DM)は心房細動のリスク因子であるが、心房細動患者における糖代謝異常の有
病率と、それらが左房リモデリングに与える影響は明らかではない。今回の研究の結果、初回心房細動カテーテ
ルアブレーション治療目的に入院した症例のうち、約65%で糖代謝異常が観察された。術前のエコー検査におい
てDM群では、有意に左房機能低下がみられたが、糖代謝正常群と耐糖能異常(IGT)/空腹時高血糖(IFG)群には有
意な差は認めなかった。一方で、IGT/IFGの存在は、カテーテルアブレーション治療後の左房リモデリング改善
欠如の独立したリスクであった。

研究成果の概要（英文）：We aimed to investigate the exact prevalence of abnormal glucose metabolism,
 and its impact on left atrial (LA) remodeling and reversibility in patients with atrial 
fibrillation (AF). The major findings of the present study were as follows: (i) approximately 65% of
 patients with AF who underwent first catheter ablation (CA) had abnormal glucose metabolism 
including impaired glucose tolerance (IGT), impaired fasting glucose (IFG) and diabetes mellitus 
(DM), (ii) patients with DM had significantly impaired LA function, while similar LA morphology and 
function were observed between the IGT/IFG group and the normal glucose tolerance (NGT) group, and 
(iii) IGT/IFG as well as DM carried significant risk for lack of LA reverse remodeling after CA.

研究分野：心エコー、心機能解析、不整脈、メタボリックシンドローム

キーワード： 左房機能　スペックルトラッキング心エコー　心房細動　糖尿病　耐糖能異常
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研究成果の学術的意義や社会的意義
心房細動患者における65%で糖代謝異常が観察された。糖尿病の存在は術前左房機能低下の独立した危険因子で
あった。一方、耐糖能異常/空腹時高血糖群は、ベースラインの左房指標に正常糖代謝群と比較して有意な差は
認められなかったが、アブレーション後の左房リバースリモデリングには有意な差が観察された。今回の結果は
糖代謝異常例における心房細動の病態理解や治療戦略に重要な情報を提供するものと考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
心房細動は日常臨床において、最も頻度の高い不整脈であり、その患者数は本邦で近く 100 万人
を超えると予想されている。心房細動例では洞調律例と比較して、心不全や脳梗塞発症リスクが
高いことが知られており、その予防や発症メカニズムの解明が重要な課題である(1)。左房拡大
は心房細動発症の重要な予測因子であるが、近年、左房拡大の前に左房機能の低下がおこること
が示唆されてきた(2)。一方でカテーテル技術の進歩により、心房細動治療は目覚しい進歩を遂
げているが、アブレーション治療後の再発は依然として大きな問題である。特に左房リモデリン
グが高度に進んだ症例では、アブレーション後の再発が多く(3)、また左房形態や機能の回復(リ
バースリモデリング)もきたしにくい(4,5)。 
心エコーは非侵襲的で繰り返し計測することができ、臨床において最も高頻度に活用される左
房形態や機能の評価方法である。中でもスペックルトラッキング法による左房ストレインは、従
来の左房の指標よりも優れた予後予測能を有することが報告されている(6-8)。 
過去の疫学研究から、糖尿病(DM)は心房細動発症のリスク因子であるが、耐糖能異常(IGT)や空
腹時高血糖(IFG)が心房細動に与える影響は相反する報告がなされている(9-12)。しかし、心房
細動患者における糖代謝異常の正確な有病率と、それらが左房形態・機能に与える影響は明らか
ではない。また、糖代謝異常がアブレーション治療後の左房リバースリモデリングに与える影響
も不明である。 
 
 
２．研究の目的 
 
心房細動症例における糖代謝異常の有病率とその存在が左房の形態的・機能的リモデリング、そ
の可逆性に与える影響を検討すること。 
 
 
３．研究の方法 
 
初回心房細動カテーテルアブレーション治療目的に入院した症例のうち、先天性心疾患・有意な
弁膜症・拡張型/肥大型心筋症・3 か月以内の心臓手術例・ペースメーカー植え込み後・透析例
を除外した 204 例を対象とした。 
 
過去に糖尿病の診断がされていない 157 症例に対してアブレーション術前に、全例で 75g 経口
ブドウ糖負荷試験を行った。DM、IGT、IFG の診断は 2006 WHO から発表された基準に基づいて定
義した。 
 
心エコーはカテーテルアブレーションの術前と 6 か月後にアメリカ心エコー図学会の基準に従
い施行した(13)。使用機器は GE 社の Vivid E95 または、Philips 社の EPIQ7 を用いた。 
 
左房機能は心尖部 2 腔像並びに 4 腔像を取得
し、スペックルトラッキング法を用いて評価を
行った(2D Cardiac Performance Analysis; 
Tomtec Imaging System；図 1)。 
 
また左房スティフネスは E/e’比を左房リザー
バーストレインで除して算出した(14)。 
 
左房リバースリモデリングは、過去の研究に従
い、アブレーション術後、6か月時点での 15%以
上の左房容積係数の縮小と定義した(4,5) 
 
 
 
 
 



４．研究成果 
 
75g 経口ブドウ糖負荷試験の結
果、86例(11 例:DM、74 例:IGT、
1 例:IFG)に糖代謝異常が新た
に検出された(図 2)。結果、全
体の 133 例(65%)で糖代謝異常
が観察された。患者背景を表１
に示す。DM群及び、IGT/IFG 群
は、正常糖代謝(NGT)群より高
齢であった。高血圧、脂質異常
症、喫煙は群間差を認めたが、
心房細動のタイプ、Body mass 
index、心拍数は群間差を認めなかった。また血液検査の結果では、BNP とインターロイキン 6が
DM 群で高い結果であった。 
 

 
術前のエコー検査では DM 群では、有意に左房機能低下および左房スティフネスの上昇がみられ
たが、糖代謝正常群と IGT/IFG 群には有意な差は認めなかった(図 3)。 
 

 



DM の存在は左房機能低下の独立した規定因子であった(標準化β -0.14 P=0.004)。 
 
アブレーション治療後、全体の 48%で左房
のリバースリモデリング(15%以上の左房
容積の縮小)が観察された。左房のリバー
スリモデリングは正常糖代謝群で、
IGT/IFG 群および DM 群と比較して有意に
多く観察された(図 4)。多変量解析を行っ
たところ、IGT/IFG および DM の存在はベー
スラインの左房容積や心房細動再発と独
立して、左房リバースリモデリング欠如の
リスク因子であった(補正オッズ比 2.39 
and 2.49, both p<0.05)。 
 
得られた結果は、糖代謝異常例における心
房細動の病態理解や治療戦略に重要な情
報を提供するものと考えられた。 
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